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荒川・妻沼低地と中川・渡良瀬低地における沖積層とその基底地形
The Alluvium and its basal topography between the Arakawa-Menuma Lowland and the
Nakagawa-Watarase Lowland, Japan
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関東平野中央部の荒川・妻沼低地，および中川・渡良瀬低地は大宮台地を挟んで隣接し，下流の東京低地で合流する．
本発表では，両低地の沖積層とその基底地形の分布・形成過程に関する特徴を対比し，グローバルな海面変動の影響と，
ローカルな地殻変動や河川の土砂供給などの影響が，沖積層と基底地形の形成や海進の規模にそれぞれどのように寄与
したのかを議論する．
荒川・妻沼低地と中川・渡良瀬低地には埋没谷，埋没河成段丘面，埋没波食台が分布する．前二者は最終氷期の海面

低下の影響を受けて形成され，両低地間で大局的には類似した縦断面形と縦断勾配をもつ．一方，中川・渡良瀬低地の
埋没谷の縦断面形が，河口から約 80km上流までスムーズに連続するのに対し，荒川・妻沼低地の埋没谷は河口から約
65km上流で上流側に高度を低下させる変形がみられる．埋没段丘は，荒川低地で良好に発達するのに対し妻沼低地では
分布せず，中川・渡良瀬低地では分布が断片的であるなどの違いがみられる．荒川・妻沼低地の河口から約 65km上流付
近には逆断層である深谷断層が伏在し，断層活動の影響で埋没谷が変形したと考えられる (石原ほか,2011)．また，断層
の上盤 (隆起)側の荒川低地では海面低下に断層活動の影響が加わり，段丘の形成が促進されたのに対し，下盤 (沈降)側
の妻沼低地では海面低下の影響が弱められて顕著な段丘地形が形成されなかったと推定される (石原ほか,2011)．中川・
渡良瀬低地に伏在活断層は認められないものの，広域的には深谷断層の下盤側に位置することや，関東造盆地運動の中心
である (Kaizukaet al.,1977)ことから，全体的には相対的沈降域にあたり，段丘地形があまり発達しなかったと考えられ
る．このように，埋没谷・埋没段丘面の形成には，ローカルな地殻変動の影響も大きく寄与している可能性が示された．
両低地に奥東京湾が拡大した完新世には，湾に面した台地の縁が後退し埋没波食台が形成された (Kaizukaet al.,1977)．

後述のように内湾環境が比較的長く続いた中川・渡良瀬低地では埋没波食台が良好に発達する一方，荒川・妻沼低地で
は大宮台地側に狭く分布するのみである (Matsuda, 1974)．荒川・妻沼低地では，西側の武蔵野台地が礫質で侵食に強い
ことに加え，関東山地からの支流や台地内部からの流出河川が台地間を流れており，武蔵野台地側に海が広がりにくかっ
たために，波食台の発達が良くなかったと考えられる．
荒川低地・妻沼低地の河口から約 60kmより上流側には海成層が分布せず，海進の直接的な影響を受けていない．しか

し，同地域の河成堆積物は 6.7˜8.6ka頃に細粒化し，海進に伴い氾濫原・扇状地が内陸へ後退したことを示す．これは，海
成層の分布しない内陸域でも，河川の堆積システムが海面上昇の影響を受けていたことを示唆する (Ishiharaet al., 2011)．
中川・渡良瀬低地でも，海成層の分布しない河口から 70ｋｍより内陸側において，海進の影響で河成相が変化した可能
性がある (澤口,2008)．一方，荒川・妻沼低地の沖積層は中川・渡良瀬低地に比べ全体的に砂質であるのに対し，中川・
渡良瀬低地では軟弱泥層や有機質土・腐植土層が卓越する．また，荒川・妻沼低地では 8ka頃に海退に転じ，中川・渡
良瀬低地 (6.5-7ka)よりも約 1ka早い．完新世中期までは利根川が荒川・妻沼低地を流れていたことに加え，前述の関東
山地からの支流によってもたらされる粗粒物質の供給量が中川・渡良瀬低地よりも多かったために，いち早く海退が進
んだと考えられる (安藤・方違,1997;小松原ほか,2011;Ishiharaet al.,2011)．荒川・妻沼低地と中川・渡良瀬低地における
沖積層の形成過程は大局的には類似し，海面上昇の影響は海成層の分布しない内陸域まで及んでいる可能性がある．一
方，堆積物の粒度の傾向や海進の範囲・時期が異なることについては，河川からの土砂供給が影響していると考えられ
る．特に，両低地では大きな支流の有無が寄与している可能性が示唆される．
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